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破壊を表す動詞「壊れる」の多義性について 
 
福田 あやの 
 
0. はじめに 
 動詞「壊れる」は、複数の意味を持つ多義語1である。本稿の主な目的は、動詞「壊れる」
の新しい用法「〈人〉が壊れる」に注目し、「壊れる」が意味の拡張を起こしたという仮説
を立て、その意味特徴を検証することである。さらに、先の検証で得られた各別義間の派
生関係も明らかにしたい。 
 
1. 「壊れる」の新しい意味・用法について 
1.1. 「壊れる」の新しい意味・用法の内容 
 従来まで「モノが壊れる」「人間関係が壊れる」という用法はあったが、「〈人〉が壊れる」
という用法は、ほとんど見られなかった。しかし、それが「若者のことば」として紹介さ
れはじめ、最近ではＣＭ、新聞のコラム、週刊誌の特集などでも使用されている。このこ
とから、「〈人〉が壊れる」を「壊れる」の新しい用法とみなすことにする。この用法で使
われるときの意味について、ここでは暫定的に、堀内（2002:1268）ほかから「言動や態度
が常軌を逸している、おかしい状態」とし、この意味・用法が、新しく使われ始めている
という事実を示す根拠については、次節で紹介することとする。 
 
1.2. 「壊れる」の新しい意味・用法の登場 
 自由国民社の『現代用語の基礎知識』（以下、『現基知』）過去 12 年分で「壊れる」の新
しい意味が記述されているか否かを調べた結果を次に示す。『現基知』の発行時期はタイト
ル年版の前年 11 月後半である。 
 
表１ 『現代用語の基礎知識』における「壊れる」の記述 
タイトル年版 記述の有無 記述内容 著者 記載位置 
1994 － － 高橋 [若者用語の解説] 
1995 － － 堀内 [若者用語の解説] 
1996 「こわれてる」 行動や態度がおかしい 堀内 [若者用語の解説] 
1997 
「こわれてる」 行動や態度がおかしい 
堀内 
[若者用語の解説] 
精神状態 
1998 
「こわれてる」 行動や態度がおかしい 
堀内 
[若者用語の解説] 
精神状態 
                                                        
1 同一の音形に、意味的に何らかの関係を持つふたつ以上の意味が結び付いている語を言う。（国広
（1982）） 
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1999 
「こわれてる」 行動や態度がおかしい 
堀内 
[若者用語の解説] 
精神状態 
2000 
「こわれてる」 行動や態度がおかしい 
堀内 
[若者用語の解説] 
精神状態 
2001 
「こわれてる」 行動や態度がおかしい 
堀内 
[若者用語の解説] 
精神状態 
2002 
「こわれてる」 
「こわれる」 
行動や態度がおかしい 
疲れきって何をやっているか
わからなくなる。おかしくなる 
堀内 
[若者用語の解説] 
精神状態 
2003 
「こわれてる」 
「こわれる」 
行動や態度がおかしい 
言動や態度が常軌を逸する 
堀内・山西 
[若者用語の解説] 
精神状態 
2004 
「こわれてる」 
 
「こわれる」 
行動や態度がおかしい。 
泥酔状態 
言動や態度が常軌を逸する 
堀内・山西 
[若者用語の解説] 
精神状態 
2005 
「こわれてる」 
 
「こわれる」 
行動や態度がおかしい。 
泥酔状態 
言動や態度が常軌を逸する 
堀内・山西 
[若者用語の解説] 
精神状態 
 
上の表より、1995 年頃から「こわれてる」の形で、対象物を人間に、使われ始めたと考
えられる。これが徐々に定着していき、2002 年度版に初めて「こわれる」が登場する。つ
まり「壊れる」はまず「壊れてる」の形で新しい意味・用法を獲得し、その後「壊れる」
の形でも同様の新しい意味・用法として使われるようになったと考えられる。ただし、こ
の『現基知』の意味記述には具体的な用例が挙げられていないため、実際にどのような使
われ方をするのかについては、十分に明らかではない。 
 
2. 先行研究 
2.1. 主な辞典における意味記述 
 『学研国語大辞典 第二版』（1988）（以下、『学研』）、『日本語大辞典 第二版』（1995）
（以下、『日本語大辞典』）、『新明解国語辞典 第五版』（1997）（以下、『新明解』）、『広辞
苑 第五版』（1998）（以下、『広辞苑』）では、「壊れる」の多義的意味記述が見られるもの
の、「〈人〉が壊れる」の用法での意味に該当する記述はない。各別義間の派生関係につい
ての記述もない。また、上の４冊の辞典に加え、『類語大辞典』（2002）、『日本語大シソー
ラス 類語検索大辞典』（2003）においても、各単語の多義性を裏付ける記述は見られたが、
本稿の扱う「壊れる」の新しい意味、各別義間の派生関係についての記述は見られない。
最初の４冊において、どのような別義がいくつ立てられているのかを表 2 にて示す。記述
内容の示し方には、筆者がもっとも特徴的だと判断した部分を取り出す方法をとった。 
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表 2 主な辞典に見られる「壊れる」の別義の数と内容 
 出版年 別義数 内容 
学研国語辞典 1988 ３ 形／機能／状態 
日本語大辞典 1995 
 ３ 形／機能 
／まとまっているもの、まとまりかけているものがだめになる 
新明解国語辞典 1997  ４ 形／機能／品質変化／約束や計画などがだめになる 
広辞苑 1998 ３ 形／機能／状態 
 
表 2 で注目すべきことは、各辞典による別義立ての数に幅がみられる点である。『新明
解』が別義 4 つを取るのに対し、他の 3 冊は別義 3 つを取る。これは、他の辞典では「機
能」の変化の項目に収められている「品質変化」の項目を、『新明解』では 1 つの別義とし
て立てているためだと考えられる。 
 
2.2. 国広（1982） 
    「コワス」：〈構造性・機能を損なう〉               〔p.237 引用〕 
 
2.3. 『類義語辞典』（1972） 
    「こわれる」：かたちのあるものが、その固有のかたちを失う場合。 
はたらきがダメになった場合にもいう。        〔p.169 要約〕 
 
2.4. 『類義語使い分け辞典』（1998） 
    「壊す」：人為的に、正常なもとの形・働きなどを失わせ、役に立たなくさせる。 
〔p.350 引用〕 
    「壊す」のとる目的語：茶碗などの瀬戸物、ガラス類、電気製品、建物、腹、体、話、
自然、景観、美、生態、バランスなど     〔p.350 要約〕 
 
3. 研究方法 
3.1. 使用するコーパスと検索方法 
 『朝日新聞オンライン記事データベース・聞蔵』（以下、『聞蔵』）、『新潮文庫の１００冊・
CD-ROM 版（以下、『新潮文庫』）を用いて用例を収集する。『聞蔵』には、週刊朝日、ア
エラ、各支社から発行された朝日新聞が収録されている。一方、『新潮文庫』に収録されて
いるのは、小説である。 
 収集するのは、「壊れる or 毀れる or こわれる」とその活用形とする。複合語は収集しな
い。但し、「壊れ始める」「壊れ出す」のように補助動詞2と組合わさった場合の語について 
                                                        
2 本稿で扱う補助動詞は、寺村（1984）「時間的相」に取り上げられている「～ハジメル」「～ダス」「～
カケル」「～ツヅケル」「～ツヅク」「～オワル」「～オエル」「～ヤム」に「～カカル」を加えた９つとす
る。補助形容詞「～ヤスイ」「～ニクイ」も検索対象とし、収集する。 
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は、検索対象とし、収集する。「壊れやすさ」のように、品詞転換したものは検索対象とし
ない。「ぶっ壊れる」は検索対象とし、収集する。『聞蔵』の検索範囲は、2004 年 4 月～10
月の約 7 カ月分である。 
 
3.2. 収集した用例の意味分類の方法 
 収集した語は、三本立ての方法（国広（1982:201））によってその意味特徴を整理する。
この三本立ての方法とは、意味分析を「内省・場面・文脈」の 3 つの観察で進めるもので
ある。各々に警戒すべき点があるため、この 3 つは相補的に用いることで有効性をもつと
考えられる。よって、本稿においてもこれを採用し、用いることとする。この三本立ての
方法に加え、分類にあたっては「壊れる」のとる意味上の対象物にあたる単語も参考にす
る。対象物を明確にすることで、意味分類は比較的スムーズになり、また、一応の分類基
準となり得ると考えたためである。 
 
3.3. 派生関係の分析方法 
 各別義間の派生関係については、籾山（2002）で挙げられている３つの比喩が関わるも
のとして分析する。また、これらの比喩の判断にはそれぞれ認知的基盤が関わるという。
定義とともに以下に引用する。 
 
メタファー：二つの事物・概念の何らかの類似性に基づいて、一方の事物・概念を表す
形式を用いて、他方の事物・概念を表すという比喩。 
シネクドキー：より一般的な意味を持つ形式を用いて、より特殊な意味を表す、あるいは逆
により特殊な意味を持つ形式を用いて、より一般的な意味を表すという比喩。 
メ ト ニ ミ ー：二つの事物の外界における隣接性、あるいは二つの事物・概念の思考内・概
念上の関連性に基づいて、他方の事物・概念を表すという比喩。 
〔p.65,p.69,p.76 引用〕 
 
メタファーの認知的基盤：人間の持つ認知能力の中でも最も基本的なもののひとつである、
２つの対象を「比較する」という能力。ここでいう比較とは、
２つ（複数）の対象をある観点から観察・ 分析することによ
って、両者の共通点および相違点を明らかにすることである。 
シネクドキーの認知的基盤：ある同一の対象をさまざまな程度の詳しさや特定性で捉える能
力。 
メトニミーの認知的基盤：ある対象を把握したり、指示したりする際、その対象を直接把
握するのに何らかの困難を伴う場合に、別の、より把握しやす
いもの、あるいはすでによくわかっているものを参照点として
活用し、本来把握したい対象を捉えるという参照点能力。 
（p.p.68-69,p.75,p.81 要約〕 
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4. 収集した用例データについて 
 先に挙げた 2 つのコーパス、『聞蔵』『新潮文庫』から収集した用例数を表 3 に示す。た
だし、『聞蔵』で用例を収集する際、ある人物の発言を引用する箇所で、明らかに同一人物
の同一の発言を扱っていると考えられるもの、全く同じ記事が複数あったものについては、
１つの用例としてまとめてある。 
 
表３ ２つのコーパスから収集した用例の数 
 聞蔵 新潮文庫 合計 
用例数 859例 138例 997例 
上の 2 つのコーパスは、一方が新聞および雑誌記事、もう一方が小説を扱ったものであ
るため、一つのコーパスの性格に偏ることのない用例収集ができたと考えられる。 
 
5. 意味項目の立て方について 
 本稿では、なるべく語義を大きく分類することを試みる。よって、本稿においては「壊
れる」の別義を、『新明解』を除く 3 辞典による別義 3 つに新たな別義 1 つを合わせた 4
つに分類することとする。 
 
6. 分析 
 本章では、筆者が先行研究を参考にしつつ、暫定的に作成した別義によって意味分
類を試みる。別義１は基本義である。基本義の設定については先行研究にならった。 
 
6.1. 「壊れる」の分析 
① 別義１（基本義）〈ととのっている〉〈ものの〉〈形が〉〈変わったり、なくなったりす
る〉。 
 
 基本義は、建物や茶碗などの構造性をもった具体物が、他から加えられた力や自然な変
化によって、その〈形を変化させたり、失うこと〉である。形が変形することに
よって、そのものの機能も失われる。 
 
（1）避難勧告が出たのは、住宅が壊れてから１時間ほども後だった。 
（朝日新聞 04 年 10 月 22 日 朝刊 1 総合 001）3 
 
                                                        
3 用例出典について、『聞蔵』から収集したものは、（新聞・雑誌名、発行日、刊、（掲載面、）掲載ページ
数）の順にデータを示す。ただし、雑誌の場合は掲載面を示さない。『新潮文庫』から収集したものは、
（『作品名』、著者）の順にデータを示す。その他、コーパスの検索範囲外から収集したものについても、
上の表示方法を基にするが、先頭に「*」を付けて差別化を図る。 【例】 *（新聞・雑誌名、発行日、
刊、掲載面、掲載ページ数） 
また、例文中の下線はすべて筆者による。 
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（2）切り裂かれたスリーピース・スーツから壊れたヴィデオ・デッキ、ＴＶ、割れた花瓶、
首の部分が折れたライトスタンド…。 
（『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』村上春樹） 
 
② 別義２〈ととのっている〉〈ものの〉〈機能（の一部）が〉〈そのものの働きをしなくな
る、だめになる〉。 
 
 基本義では〈形〉の変化を表すが、別義 2 では、外見の変化に関わらず、その〈機能〉
の変化を表す。つまり、形は変わらないが機能がおかしく、正しい働きをしないときなど
に使われる。〈故障する〉と同義的である。この別義 2 では、別義 1 の〈形〉から〈機能〉
へと焦点が移っている。 
 
（3）テレビのスイッチを入れた。映らない。真っ先に、テレビが壊れました、と口走って
しまった。              （朝日新聞 04 年 09 月 19 日 朝刊 生活 2 031） 
（4）６月末に右ひじを痛め、救援に回ることが多くなった。今大会の背番号は「１０」。大
会前には、椎名監督に「壊れてもいいから使ってくれ」と直訴した。 
（朝日新聞 04 年 07 月 26 日 朝刊 千葉 1 029） 
 
③ 別義３〈まとまっていた、まとまりかけていた〉〈（抽象的な）ものが〉〈まとまりをな
くして〉〈だめになる〉。 
 
 別義１、２で指す〈もの〉が具体物に限定されるのに対し、別義３ではむしろ、構造性
に基づいて成り立ってきた組織や人間関係、秩序などの安定性といった抽象的なものを指
す。 
 
（5）「派閥ってのはもう壊れているよ」。橋本氏が最近漏らした言葉だ。 
（朝日新聞 04 年 07 月 31 日 朝刊 政治 004） 
（6）「今までの生活が壊れたからこそ、これから、何か起こるかも知れないのよね。」 
（『太郎物語』曽野綾子） 
（7）あ、この夫婦は毀れている、と感じた。            （『冬の旅』立原正秋） 
 
④ 別義４〈安定を保っていた〉〈人間の精神や言動が〉〈正気を失い〉〈（一時的に）常軌
を逸する〉 
 
 これは、（7）における、人間関係がなくなったり失われるのとは異なる。別義２におけ
る〈機能〉の欠如に近い。しかし人間の精神状態や言動は、〈機能〉とはいいがたい。むし
ろ、その出来事が起こった状態において、正常の〈機能〉が失われている、と考えられる。
また、（4）にみられるような、人間の一部位の故障、怪我、とは明らかに異なるため、別 
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義４では、対象物を〈精神や言動〉に限定し、これが常軌を逸すること、もしくは逸した
状態を指す。 
 
（8）作家の宗田理さんが「壊れた大人たちをどうしたらいいか？」と題し、今の子どもと
親の事情などについて話す。      （朝日新聞 04 年 10 月 21 日 朝刊 三重２ 022） 
（9）もろくて壊れやすい中学生の少年たちの話で、70 年前後の大学闘争にからめとられた
青年たちを対旋律に配した。     （朝日新聞 04 年 05 月 13 日 夕刊 ステージ 003） 
（10）99 年に始まったＣＭ「タンスにゴン」。「沢口が壊れた」とショックを受けたファンも
いたが、飾らないコミカルな所作はファン層を広げた。 
（朝日新聞 04 年 04 月 13 日 夕刊 ＴＶ案内１ 009） 
（11）ヒロインりりこの、美に対する執着が圧巻。緩やかに壊れていくりりこが、切なく悲
しく胸に迫る。           （朝日新聞 04 年 04 月 25 日 朝刊 別刷５ 055） 
（12）人間が内から壊れていくような不安抱きてニュース見ており 
（朝日新聞 04 年 07 月 05 日 朝刊 歌壇俳壇 015） 
（13）休みもなくひたすら週刊ペースで“変なキャラ”や“変なギャグ”を描き続けていくうち
に何が変なのか徐々にわからなくなり、やがて自分が変になって壊れてしまうのだろう、
きっと。             （朝日新聞 04 年 10 月 10 日 朝刊 読書 4 014） 
（14）シリーズ 壊れる若者たち 薬物汚染、若者に拡大（にっぽんの安全） 
（朝日新聞 04 年 09 月 24 日 朝刊 東特集Ｓ 012） 
（15）この病気が恐ろしいのは、自分が壊れていくのがわかることです。 
（朝日新聞 04 年 08 月 01 日 朝刊 生活 1 028） 
（16）佐世保事件で死亡した御手洗怜美さんの父恭二さんの代理人に、女児の両親から２通
の手紙が届いたが、封は開けられていない。「私自身が壊れてしまいそうな不安がある」。 
（朝日新聞 04 年 06 月 30 日 朝刊 社会 1 035） 
（17）松坂慶子 「人間の証明」に出演（ズームアップ） 
「目いっぱいで壊れちゃう」と、切実な状況に追い込まれた。翌年、結婚。仕事を減ら
した。               （朝日新聞 04年 06月 22日 夕刊 ＴＶ案内 1 009） 
（18）孫の一人が「おじいちゃん こわれちゃったみたい」ともらした。4 
「人間が壊れたという感じ方がいかに間違っているか――それを教えるのは、周囲の大
人の務め。徹底的に言葉で諭す。これが、番組の真骨頂です」。 
（朝日新聞 04 年 04 月 13 日 夕刊 芸能 1 005） 
（19）彼が壊れ、事件は闇に5       *（朝日新聞 04 年 03 月 10 日 朝刊 朝刊文化 031） 
 
                                                        
4 ドラマ「渡る世間は鬼ばかり」の一場面。後に続く文章は、脚本家・橋田寿賀子のコメント。  
5 この例文（22）はある記事の見出しである。この見出しがつけられた記事を以下に紹介する。「彼」と
は、元オウム真理教によるサリン事件で裁判にかけられている麻原被告を指す。２月２７日の判決公判
での麻原被告の一人笑いやつぶやき、同じ動作の反復などは、統合失調症にみられる症状である。麻原
被告は統合失調症を患っており、既に判断能力を失っている。彼を精神鑑定にかけ、治療を施していた
のならば、公判は維持され、事件の真相が明らかになっていたかもしれない。 
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 この別義４は、従来まであまり見られない用法・意味だったが、今回収集したデータに
老いて、15 件以上確認できたことからも、新しい流動的な語義として認め、その語義は安
定しつつあると考えられる。また、次の（20）（21）に見るように、この意味で動詞「壊れ
る」がとる意味上の対象物が〈人〉そのものではなく、組織などの抽象物であったり、抽
象物が擬人化されていたりする例もある。 
 
（20）四谷怪談を、壊れた純愛と読みかえた意欲作。 
（朝日新聞 04 年 07 月 04 日 朝刊 読書４ 014） 
（21）長崎県佐世保市で小６女児が同級生を死なせた事件で「元気な女性が多くなってきた
ということですかな」と発言した井上防災相は、細田官房長官から求められても、なか
なか発言を撤回しなかった。「言いっぱなし」「やったもん勝ち」……。壊れた言論の府
の姿である。              （朝日新聞 04 年 06 月 16 日 朝刊 政治 004） 
 
 次の（22）は、名詞へと品詞転換したものだが、興味深い例であるため、ここで紹介す
る。 
 
（22）イラク支援派遣の隊員が川柳大会 
「熱すぎて飛行機も俺（おれ）も壊れ気味」（整備隊・３曹）など、入賞作３分の１は
暑さをうたった。           （朝日新聞 04 年 06 月 19 日 朝刊 3 社会 037） 
 
7. 結果 
 以下に、６．分析で得られた、「壊れる」の多義構造を示す。図中、別義１は①、別義２
は②とし、派生プロセスには矢印を用い、その際どの比喩が用いられたのかも示す。 
 
7.1. 「壊れる」の結果 
図１ 「壊れる」の多義構造 
 
 別義①から②への派生には、「参照点能力」という能力が働いていると考えられるので、
メトニミーによる派生とする。〈形そのもの〉からその〈機能〉へと焦点が移っていると考
えられる。別義①から③への派生には、「比較する」能力が働いていると考えられるので、 
① メタファー 
 メトニミー 
   ②    ③ 
 メタファー    ①家が壊れる 〈形〉 
      ②肩が壊れる 〈機能〉 
   ④    ③縁談が壊れる 〈抽象物〉 
      ④教師が壊れる 〈人〉 
福田 あやの 
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メタファーによる派生とする。〈家〉と〈縁談〉には共通する部分〈構造性〉が認められる
のである。別義④は、〈精神状態〉が〈機能〉に近いことから②から派生したと考える。こ
れら２つの意味に類似する点は、〈対象物自体はそのまま存在するものの、正常でなくなり、
機能が損なわれている〉という点である。 
 
8. 考察 
 昨今、「壊れる」の別義４は、使用者の範囲に広がりが認められるように思われるが、こ
れは、関連語「崩れる」「潰れる」では表し得なかった、「人が、何かを失って、精神的に、
一時的に乱れたり変化して常軌を逸する」という意味を同じ意味体系にある「壊れる」が
表し得るようになったことに起因すると思われる。また、今まで同じような意味を表すの
に使われていた「気が狂う」「頭がおかしい」などの表現がタブーとされたりあまり好まれ
ないこと、深刻な意味をもっていることとも関わりがあるように思われる。今まで「壊れ
る」という動詞のとる対象物は〈モノ〉や〈コト〉であった。つまり、〈人〉を〈モノ〉や
〈コト〉に相対化させることで、決定的な感じのない、適当な表現が可能になっているの
ではないか。さらに、コンピューターや機械が卑近になった現代の環境というものが、こ
の新しい意味がひとつの語義として定着しつつあることの一因であるとも考えられる。用
法については、「〈人が〉壊れる」に限定されることなくこの新しい意味を表す例も見られ
た。つまり、用法においてもまた「壊れる」の新しい意味が拡張しつつあると考えられる。
また、各動詞の複数の意味の相互関係は、籾山（2002）が指摘するように、比喩によって
説明することができるということが確認できた。 
 
9. 今後の課題 
 これまで、多義語「壊れる」について、意味分析を試みることで、その新しく流動的な
語義が安定しつつあることを確認した。また、その用法については、対象物が〈人〉に限
定されることなくさらに広がっているということも確認することができた。しかし、別義
間に明確な線引きをすることは困難であった。意味が単義から多義へと拡張する際、連続
的過程を経ていると考えられるが、改めて意味の連続性を痛感することとなった。各別義
によって構文中の役割に違いが生じていれば、客観的な分類が出来ただろうが、今回の試
みではうまくいかなかった。やはり、主観に頼ることなく完全で明解な意味の分類は難し
いものである。今後も、より客観的な意味分類の方法や、他動詞「壊す」の分析など考察
をかさねていきたい。 
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